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【背景】  
 大腿骨頭壊死症 (ON)は大腿骨頭の無菌性，阻血性の壊死を来す疾患である
が，未だに詳細な原因や根本的な病態生理学的機序は明らかにされていない．
骨頭圧潰の有無は関節可動域制限や歩行障害といった股関節の機能障害と密
接な関連がある．そのため骨頭圧潰の出現予測は，関節温存手術や人工股関
節置換術などの手術療法を選択する指標として臨床上極めて重要であるが，
これまで確立した方法は認めない．  
 本研究では 1 8 F-f luor ide  pos i t ron  emiss ion  tomography  ( 1 8 F-f luor ide  PET)を用
いて， ON における骨頭圧潰の出現予測について検討した．  
 
【対象と方法】  
 単純 X 線像および Magnet ic  resonance  imag ing(MR I)所見により片側性また
は両側性の ON と診断した 42 例 (男 25，女 17)， 66 股関節を対象とした．平
均年齢は 45 .0 歳であった．単純 X 線像を用いた Fica t の病期分類では s tage  1
が 12 関節，s tage  2 が 21 関節，s tage  3 が 25 関節，s tage  4 が 8 関節であった．
全例において単純 X 線撮影と 1 8 F-f luor ide  PET を同時期に施行した．
1 8
F-f luor ide  PET における集積程度を示す s tandard ized  up take  va lue (SUV) m a x と
病期分類との関連について 1 元配置分散分析を用いて調査した．  
そのうち 1 8 F-f luor ide  PET 施行時に単純 X 線像上で骨頭圧潰を認めない
s tage  1 または 2 であった 18 例， 23 関節を抽出した．平均年齢は 41 .0 歳であ
った． 1 8 F-f luor ide  PET 施行後 12 ヵ月以内に骨頭の圧潰を認めた例を圧潰出
現群 (n＝ 10)と定義し，12 ヵ月以内に圧潰を認めなかった例を非圧潰出現群 (n
＝ 13)とした． 1 8 F-f luor ide  PET 施行後 12 ヵ月以内における骨頭圧潰出現の有
無と SUV m a x との関連について Mann-Whitney U 検定を用いて調査した．  
また骨頭圧潰の出現予測について Receiver  opera t ing  cha rac te r i s t ic (ROC)解
析を用いて，SUV m a x のカットオフ値を算出し，感度，特異度，相対危険度を
算出した．さらに SUV m a x と骨頭圧潰の出現との関連についてロジスティック
モデルを用いて，単変量解析を行い調査した．  
 
【結果】  
 ON における 1 8 F-f luor ide  PET の特徴的な所見として壊死部周囲に輪状集積
する r ing  s ign を認めた．各病期分類における SUV m a x の平均値は s tage  1 が
5 .3±1 .2，s tage  2 が 9 .0±5 .5，s t age  3 が 12 .5±3 .7，s t age  4 が 14 .4±2 .5 であった．
SUV m a x は病期が進行するほど高値を示し，s tage  2，3 および 4 は s tage  1 に比
べ有意に高値を示した (p＜ 0 .05)．骨頭圧潰出現の有無による SUV m a x  の平均
値は圧潰出現群が 12 .3±5 .9，非圧潰出現群が 4 .9±1 .3 であり，圧潰出現群が非
圧潰出現群と比べ有意に高値を示した (p＜ 0 .01)．  
骨頭圧潰の出現予測についての ROC 解析では， SUV m a x のカットオフ値を
6 .5 とすると感度 80 .0％，特異度 92 .0％，相対危険度は 6 .2 であった．骨頭圧
潰の出現予測についての単変量解析では，SUV m a x と病型分類， r ing  s ign で有
意な関連を認めた．  
 
【考察】  
 ON の病期が進行するほど SUV m a x は高値を示し，単純 X 線像上で骨頭圧潰
を認めない例において， SUV m a x のカットオフ値を 6 .5 以上とすると感度
80 .0％，特異度 92 .0％で 1 8 F-f luor ide  PET 撮影後 12 ヵ月以内に骨頭圧潰の出
現を認めた．このように SUV m a x による定量評価が ON の骨頭圧潰の出現予測
の指標として有用である可能性が示唆された．  
1 8
F-f luor ide はハイドロキシアパタイト上の骨芽細胞活性の高い部位に集
積する，すなわち骨代謝亢進部位に特異的に集積する特徴がある (Even -Sap i r  
e t  a l . ,  2007)．つまり ON における壊死部周囲の輪状集積は，壊死部周囲の単
純 X 線像で検出不能な微細な圧潰による骨代謝亢進を 1 8 F-f luor ide  PET でよ
り早期に捉えている可能性がある．   
 
【結語】  
 骨頭圧潰の出現予測についての SUVmax はカットオフ値が 6 .5 で感度
80 .0％，特異度 92 .0％であった．SUVmax による定量評価が ON の骨頭圧潰の
出現予測の指標として有用である可能性が示唆された．1 8 F-f luor ide  PET にお
ける輪状集積は，壊死部周囲の単純 X 線像で検出不能な微細な圧潰に伴う骨
代謝亢進を捉えている可能性がある．  
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